















































































































































































































































































自由記述の内容 子ども 老　人 全　体
新しい体験への喜びと戸惑い 34．3 50．0 37．9
一生懸命生きている姿に感動 29．6 3．1 23．6
実習体験のつらさ・大変さ 13．9 25．0 16．4
子ども・老人の人柄や態度 13．0 3．！ 10．7
福祉活動への意欲 5．5 6．3 5．7



















1。障害者や老人の気持ちが理解できた 2。84（0．61） 92％ 68．8％ ！9．3％ 2．7％
2．手話や点字の勉強をしたい 3．11（0．79） 36．7％ 37．6％ 25．7％ 『
3．もっと勉強しておけばよかった 3．04（0．80） 30．3％ 46．8％ 19．2％ 3．7％
4．自分の思っていた体験ができなかった 2．17（0．95） 12．8％ 15．6％ 46．8％ 24．8％
5．わからないことはどんどん質問した 2．94（0．80） 24．8％ 47．7％ 23．8％ 3．7％
6．障害者や老人をすすんで援助できた 2．95（0．81） 24．8％ 51．4％ ！8．3％ 5．5％
7．福祉の仕事をくわしく知りたい 3．08（0．79） 34．0％ 42．2％ 22．0％ 1．8％
8．知らないことばかりでくやしかった 2．60（0．82） 15．6％ 33．9％ 45．0％ 5．5％
9．実習は忙しいだけだった 1．99（0．82） 6．4％ ！3．8％ 52．3％ 27．5％
10．障害者を理解しようとつとめた 3．39（0．59） 44．0％ 50．5％ 5．5％ 『
ll．やさしく接したので喜ばれた 3．08（0．65） 25．7％ 56．9％ 17．4％ 一
12．将来，福祉の仕事をしたい 2．59（0．82） 12．8％ 41．3％ 37．6％ 8．3％
13．もっと一生懸命に実習すべきだった ！．99（0．78） 3．7％ 18．3％ 51．4％ 26．6％
14．実習はお手伝いだけで不満だった 2．！3（0．90） 10．1％ 17．4％ 47．7％ 24．8％
15．福祉の知識を学んだ 2．89（0．66）’ 13．8％ 64．2％ 19．3％ 2．7％
16．障害者を援助するのが健康な入のつとめだ 2．81（0．83） 2U％ 44．0％ 29．4％ 5．5％
17．これからもボランティア活動に参加したい 3．11（0．79） 33．9％ 45．9％ ！7．4％ 2．8％
18．単位のためだと思ってしまった 1．77（0．74） 2．8％ 10．1％ 48．6％ 38．5％
19。補助的な仕事しかさせてもらえなかった 2．41（0．92） 12．9％ 32．1％ 38．5％ 16．5％
20．世の中にはいろいろな人のいることがわかった 3．60（0．53） 6！．5％ 36．7％ 1．8％ 　
21．福祉で働く人の苦労が理解できた 3。42（0．71） 54．1％ 34．9％ 10．1％ 0．9％
22。福祉に関する授業をとりたい 2．94（0．84） 27．5％ 44．0％ 23．9％ 4．6％
23．自分に最後までできるか心配になった 2．60（0．99） 21．1％ 33．0％ 30．3％ ！5．6％
24．もっといろいろと教えてほしかった 3。06（0．74） 27．5％ 53．2％ ！6．5％ 2．8％
25．他校の学生と情報交換できてよかった 2．42（0。97） 13．8％ 35．8％ 29．3％ 21ユ％
26．福祉がもっと充実するとよい 3．76（0．43） 76ユ％ 23．9％ 一 『
27．もっといろいろな種類の体験をしたい 323（0．79） 422％ 41．3％ 13．8％ 2．7％
28．義務感だけで実習してしまった 1．93（0．78） 4．6％ 12．8％ 53．2％ 29．4％
29，もっといろいろ体験させてほしかった 3．09（0．80） 33．9％ 44．0％ 19．3％ 2．8％
30．言われた仕事はきちんとやった 3．51（0．57） 55．0％ 4！．3％ 3．7％ 『
31．福祉は思いやりが大切だ 3．55（0．59） 59．6％ 35．8％ 4．6％ 『
32．介護体験を人に話したい 2．94（0．83） 27．5％ 43．1％ 25．7％ 3．7％
33．早く終わればいいと思った 2．08（0．89） 5．5％ 27．5％ 36．7％ 30．3％
34，実習先を自由に選択させてほしかった 2．74（1．03） 31．2％ 23．9％ 33．0％ 11．9％
35．福祉の現場が理解できた 3．08（0。70） 27．5％ 54．1％ 17．5％ 0．9％
36．福祉はやりがいのある仕事だ 3．38（0．66） 46．8％ 45．0％ 7．3％ 0．9％
37．障害者の教職に就きたい 2．61（0．89） 17．4％ 35．8％ 36．7％ 10．1％
38．自分に努力が足りなかった 2．47（0．78） 7．3％ 42．2％ 40．4％ 10．1％
39．一方的に仕事を言いつけられて不満だった 2．05（0．85） 9．2％ 11．0％ 55．0％ 24．8％
40．実習中に福祉の勉強をした 2．25（0。88） 8．2％ 29．4％ 41．3％ 21．1％
41．障害者への偏見がなくなった 3．2！（0．68） 34．9％ 52．3％ ！1．9％ 0．9％
42．もっと福祉の勉強をしたい 3．03（0．84） 33．0％ 40．4％ 22．9％ 3．7％
43．雷われた仕事しかしなかった 2．18（0．80） 6．4％ 23．0％ 53．2％ 17．4％
44．実習期間が長かった 1．98（0．88） 7．3％ 15．6％ 45．0％ 32ユ％
45．学生らしい態度で実習した 3．18（0．60） 28．4％ 6L5％ 10．1％ ㎝
46。人の世話が好きになった 2．83（0．84） 22．0％ 45．9％ 25．7％ 6．4％
47．もっと体験して自信を持ちたい 3．15（0．79） 36．7％ 44．0％ 16．5％ 2．8％
48．十分に介護してあげられなかった 2。59（0．76） 10．1％ 45．0％ 38．5％ 6．4％
49．介護体験が教職単位にどうして必要なのかわからない 2．01（0．87） 8．3％ 12．8％ 50．5％ 28．4％






















































































































因子寄与 6，020 5，615 3，335 2，373 2，304
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　4．　グルーープ面接による意見交換について
質問票による調査の後，学生を数名ずつのグループに別けて面接による聞き取り調査を行った。
ここでは，今後のためにその内容（学生の意見）をまとめておくことにする。
（1）実習先へ事前の下見に行きましたか？
　　・6月ごろ，教務課から実習先の施設名の連絡があった。
　　・教務課からの指示で，ガイダンスに行った。
　　・実習先の希望を提出したが，実際は希望どおりにならなかった。却って，希望をとられな
　　　い方がよかった。
　　・実習先の住所と施設名だけが知らされたので，場所が全然わからなかった。
　　・実習先の地図や，実習先の事前の説明がほしかった。
　　・その他
（2）勤務（実習）時商，休憩時間はどうなっていましたか？
　　＊5日間実習　　　　　　　　　　　　　　＊2日間実習
　　　・8：05～5：30（休憩，1時間）　　　　　・8：30～3：00（休憩，特になし）
　　　・8：15～5：00（休憩，特になし）　　　　・8：30～3100（休憩，40分）
　　　・8：30～6：30（休憩，1時間）　　　　　・8：30～3：00（休憩，1時間）
　　　・8：45～4：45（休憩，1時間）　　　　　・8：45～2：30（休憩，昼休み＋α）
　　　・9：00～6：00（休憩，30分）　　　　　　・9100～2：00（休憩，1時間）
　　　・9：00～6：00（休憩，1時間）　　　　　　・その他
　　　・その他
（3）昼食はどうしましたか？
　　＊5日間実習　　　　　　　　　　　　　　＊2日間実習
　　　・給食（学校並の内容）　　　　　　　　　　・弁当持参
　　　　　被介護者や職員と一緒に食べた　　　　・給食（無料）
　　　　　1，700円を払った　　　　　　　　　　・給食のあまりをもらう
　　　・給食（朝＋昼＋夜：1千円）　　　　　　　・その他
　　　　　5日間で5，000円を払った
　　　　　（給食は食べても食べなくてもよい）
　　　・給食
　　　　　一律に配られた
　　　　　5，000円を払った
　　　・弁当持参か給食を選択
　　　・弁当持参か給食（1食400円）を選択
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　　　　給食を選択し2，000円を払う
　　・その他
（4）服装はどんなスタイルでしたか？
　・ジーパン，動きやすいもの（指示される），運動靴（上ばき用と外ぼき用）
　・トレーナー，エプロン（必要なかった）
　・ジーパン，エプロン2枚（介護一般用と食事介護用）
　・エプロン（失禁に備えて：食事中に失禁された），着替え，体操着（高校の時のものを持
　　参した）
　・名札は縫い付けるように指示された
　・ピアスはいけないと言われた
　・その他
（5）実習の内容はどんなものでしたか？
　・1袋1円で，デパートのギフト箱作り
　・トイレ介護，食事介護，体操介護（2日問実習）
　・風呂，トイレ，食事の介護，掃除（5日間実習）
　・風呂（老人）介護，部屋掃除，夜尿の洗濯（5日間実習）
　　　〈感想〉・センターや老人ホームからの対応は冷たかった
　　　　　　　・福祉実習で来た学生は丁寧にされた
　　　　　　　・教職で来た学生は勝手にやってと言われた（全く指示がなかった）
　　　　　　　・トイレ介護を一方的に指示されて戸惑った
　・食事の世話（2日間実習）
　・音楽（リトミック）を共有した
　・いろいろなことをやった（やりたくなかったら，やらなくてもいいのよと言われた）
　・食事の介護をして，つまったら大変だから，介護しなくてよいと言われた（5日間実習）
　・養護の授業を見学した（2日間実習）
　・おむつの交換を見学した，お茶を部屋に配った，食事の介護，配膳（5日間実習）
　・混ぜご飯（薬と食事の混合）を見た
　・工みがき
　・入浴の手伝い，トイレ，食事の介護をした
　　　〈感想〉・福祉実習で来た学生にはよく面倒を見ていた
　　　　　　　・ボランティアで来た学生に対しては全然面倒を見てくれないtt
　　　　　　　・いちいち指示を聞かないで掃除をしていなさいと言われた
　　　　　　　・養護学校の先生は気をつかってくれた
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　　　　　　　・食事介護のとき，老人食にもっと注意を払いなさいと叱られた
　・社会体験で，買い物を手伝った（2日間実習）
　・その他
（6）実習生の居場所（机，イスなど）はありましたか？
　・一部屋（会議室のようなところ）に3人で休んだ
　・居場所がなかったので，職員室の空いている席に座った
　・荷物置場のような場所にいた
　・ボランティア室で休んだ
　・先生のロッカーに荷物を入れさせてもらった
　・第二保健室で休んだ
　・会議室で休んだ
　・会議室のテーブルを借りた
　・その他
（7）他の大学の実習生との接触はありましたか？
　・地域の施設だったから，自分の大学の学生だけだった
　・教職での実習は初めてなので，他校の実習生はいなかった
　・都内での実習では，他校の実習生がいた
　・他校の実習生と3人だった
　・福祉系の実習生がいたが，その人の方が例えばベットメイキング等がよくできるので，自
　　分は不利になった
　・その他
（8）実習の記録をつけましたか？
　・感想を提出した（2日間実習）
　・レポート用紙半分の長さで，1日分を提出した（2日間実習）
　・きちんとした実習記録がなかった（大学からの指示がない，指定のものがない）
　・何もなかった，ただ実習していただけだった（5日間実習）
　・その日の担当者がいて，いろいろと教えてもらっただけだった
　・担当者のいた学生と，いない学生があった
　・養護学校で，感想文を提出した
　・その他
（9）実習で印象に残ったことほ何でしたか？
　・通勤（交通）が辛かった，実習先に行くまでが遠くて大変だった
　・自分と同年齢，同世代の女性（職員）が介護される人に暴言，暴力をふるっているのが耐
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　　　えられなかった
　　・老人がかわいそうな扱いをされていた（散歩をさせてもらえない）
　　・老人の風呂介護が辛かった，下半身がモロに出ていたが慣れてしまった・
　　・風呂介護の湯船に大便などが浮いていたのですくった，慣れっこになった
　　・トイレ介護が大変だった
　　・職員から，指導が大変なので次（来年）からやめると言われた
　　・何をしていいのかわからなかった
　　・養護学校の寮で実習したので，世話をする時間が夜8時までと長くて辛かった
　　・寮母さんはきつい人だったが，そこで生活していた人はやさしかった
　　・養護実習では感動して泣いてしまった
　　・痴呆症の老人が自分の名前を覚えてくれたのでうれしかった
　　・名前を覚えられた（内緒でアメをもらった）
　　・子どもから先生と呼ばれてうれしかった
　　・老人からお礼を言われた
　　・介護される人に会えてよかった
　　・帰りにエレベーターまで見送ってくれてうれしかった
　　・その他
　（10）大学に望むことはありますか？
　　・自宅から近いところ（実習先）にしてほしい
　　・実習先に近い人と遠い人との差がはげしい
　　・施設までの地図をもう少し詳しく書いてほしい
　　・住所と電話だけを示されてもわからない
　　・後輩が先輩の資料を見られるようなものを作っておくとよいと思う
　　・簡単な手話を事前に教えてほしかった
　　・途中で教職をやめた学生がいたので，事前に施設へ連絡してほしい（先方からメンバーに
　　　いれるなと叱られた）
　　・一人キャンセルした学生がいたが，大学にうまく連絡できず困ったケースがあった，大学
　　　の窓口はいつも開けておいてほしい
　　・その他
　今回から我々は，教職課程で「介護等体験」実習という未知の指導を行うことになった。体験
実習は，学生自身の中では深い感動と大きな戸惑いを含んだ意味ある内容に終わったものと思わ
れる。しかし，面接による聞き取り調査にも見られるように，学生側の問題点（受動的，甘え
等）も指摘されるが，実習を受け入れる施設側と送りだす大学側の姿勢も，もう一度問い直され
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る必要を感じるものである。教育の本質が再認識される現代こそ，教職を目指す学生を取り巻く
環境がさらに充実したものであったほしいと願うものである。
　今後とも，我々は「介護等体験」実習を多角的に捉える調査法（質問票）の開発と，その学問
的位置づけに向けて研究を進めていきたいと考えている。
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